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空気圧縮機は、電気や水と共に生産工場のみならず、あらゆる産業分野に貢献しております。この空気圧縮機は
その原理上発熱がつきものであり、特に気温が上昇する夏場においては、空気圧縮機周囲温度の上昇に伴う故障
停止（～110℃程度）が増加します。また気温上昇に伴う空気膨張により、空気吸入効率が悪化（３０ ℃で1割悪化）
することでエネルギーをロスすることになります。これらの悪影響を予防して、圧縮空気の安定供給とエネルギーロ
スの最小化に向けて、温度の上昇を予防しましょう。この際に有効な熱画像による温度測定事例を紹介します。

空気圧縮機の故障予防と、吸入効率ロス低減のために、室内温度を下げましょう

サーモカメラの熱画像による温度測定事例

可視画像 熱画像

排気ダクト

排気は高温になってます

空気圧縮機パネル面 エアドライヤーパネル面
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